
1 はじめに

筆者は、昭ネ叫7年に「性教育の意義と計画」を発表し性教育の必要性を提唱し九。また、昭和60

年には「か九り、きかせたき、ことども」において直接生徒に、性をどのようにとらえさせるかを

語りかけの形式で書いた。その背景は、社会状勢そのものがそれを必要としていナこし、本校の生徒

にしても決して眠れる獅子ではないと判断したからである。しかし、校内での反応は、さきの意義

と計画のときにはけんけん、がくがく、とても性教育を口にする雰囲気ではなく「学校内にポルノ

は困ります」の一言が決定打となり沙汰やみとなうた。「力寸こり、きかせたきー・ー・」にしても、他

校の教師が「資料に使わせてもらっています」と連絡をくれることはあっても、自校内での活用はさ

つは゜りである。「うちでも性教育をやらねは'」という声が散発的にではあるが起ってぃることは確

かである。しかし実際にはほとんど何もしないままに今日を迎えている。その間、松江市では学校

保健会による「松江市性教育部会」力殺立され、市教育委員会の強力なバックァップを得て性教育

に関する研究がすすめられている。すでに年問カリキュラムにくみ込まれ計画的に実践されてぃる

学校もある。この性教育部会には、市内の幼、小、中、高(市立女子高校)からイ畩が出ており、

自校の現状や実施状況などを報告し、ま九部会での決定事項を自校に持ち帰る役害11を受けもってい

る。本校からも代表が出ておりこれとかかわりをもっている関係で、本校にも昭和59年に性教育委

員会力ゞ設けられ、その窓口となっている。本年度は、数年前から検討されてき九「性教育の指導計

画」がまとまり「松江市学校(園)性教育指針」となって各学校におろされ、これにし九がって年

問3時問の指導をするように要請されている。筆者も、ここに至って性教育は教科、領域全般にわ

ナこってすでに行われているのだとか、担任がやるべきだ、全体計画だ、共通理解だと言い九てるは

かりで一→句に核心に'、み込めない現状の中で、とにかくやらなければならない、ということを前提

にして実際の指導案を考えてみることにし九。

本校性教育の実情

附中哲敷育委員会藤田喜久子・平野謙治

Π本校の取りくみ

①松江市学校個)性教育の指針(中学校の指導計画)力汰年度示されたが、性教育を、人問の

生き方にかかわることがらと捉えるなかで特に中学生は肉体と精神の発達が著しく、動揺しゃす

い時期であるという特殊性と、義務教育の終了であり社会に巣立っ者もいるという観゛、から慎重

に、正確に、多角的に教育しなければならないと考える。このような見地から松江市性教育委員

会は題材別のまとめ方と、分野別の分け方の両面から性教育を押えており、現場の教師がこの内

容をしっかり勉強し生徒によい指導がなされるようにとの期待が示されてぃる。

②本校の性教育の指導計画は、大まかに次のように考えてぃる。
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1年生は瓣"保健の心身の発達の単元で重なる面が多いので、その部分はしっかり押えてもら

い、性教育の指導内容は教科で得九知識を下地にし性の基本的なことがらを学び、2年生は自ら

も激動の時期と表現するように急速に成長し変化する自分自身のエネルギーを、性の成熟と捉え

男女の生理的な違いを理解し、それに伴なうからだ、心の性差を知る。 3年生は1、 2年時の学

習を基礎とし、恋愛暖と幽、結婚、家庭の役割を考えさせ、それに含まれる妊娠、出産等の

メカニズム、責任、協力、社会とのかかわりを理解させる。また、性に伴なう疾病を正しく知る。

③本校の性教育委員会の各学年代表は、この性教育の指針を受け取り検討を加え、まず出来そう

なところからやって行こうということになった。それぞれが、学年にこれを右鐘しているがなか

なか実行に移せない状況である。実行できない原因の第一は今までやっ九ことのないことをやら

ねばならない難義さがある。第二に性教育そのものがむつかしい。第三は、特活の時間が3時間

分確保されてはいるが、年間カリキュラムの中に位置づけていないナこめに学校行事、学年行事な

どの準備、練習、指導などに費されてしまうことが多いなどである。こういう中でⅡ月13日、2年

のイt表が行っナこ指導を再現してみよう。

第2学年4組特別活動(学級指導)指導案

昭和62年Ⅱ月13日第5校時

指導者平野謙治

藤田喜久子・平野謙治

「心の性差」材1.題

2.主題設定の理由

中学生の2年生ともなると、性的な欲求が現れ、性や異性に対する関心力塙まる。まナこ、異性
に近づきたい、異性の友人を求めたいという欲求を持つようになる。しかし、異性に対する正し

い理解が足りないナこめに女子に対するいやがらせや男女間のちょっとしたトラブルカ迦こりゃすい。

従って、この時期に、異性に対する心の働きを見つめさせ、男女の間がどうあれは'よいかを考
えさせて、互いに相手を理解し、尊重しあって、自分を高めていくことのできるような男女関係

を築こうとする態度や行動を育てることが必要である。

3.指導のねらい

①男女の特徴や^的な傾向を理解させる。

②異性との人間関係にっいて理解させ、望ましい男女交際のあり方を考えさせる。

4.指導資料

VTR、 OHP

5.指導過程

生

・異性のものの考え方や態度、行動など

が、自分と違うと思っ九ことはないか

徒 の

・VTRを見る。

活 動 指導上の留

・異性をよく理解していないナこめに、自

分九ちの態度や行動が問題になること

に気づかせる。

・本時の学習の見通しを持九せる。

・異性をどのようなかかわり方をすれは

よいのか考えながら見させる。
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展

・性的欲求の発現のし力寸こににっいて理

解する。

・性的刺激への反応は男女によって違い

があることを理解する。

望

本校性教育の実情

・異性に文すする態度や行動はどのように

しナこらよい力瑁舌し合う。

・中学生の望ましい男女交際のあり方を
まとめる。

6

叶゛豊"

価

男女の特徴や^的な傾向力野聖解でき九か。

望ましい男女交際について考えることができ九か。

・発現のしか九に大きな差があることを

理解させる。娚子が女子より早く関

心を持つようになる。)

以下は、指導の流れの^を示すものである。

・性き妹1嫩に文寸する反応α漣いから日常生

活でどんなことが起こるかを考えさせる

T 異性と違っていると思ったことはないです力、

S男女子の人はおしゃべりだ。

S男同じです。

T 男子の考え方、行動にっいては?

S閥女子はちょっとした行動で何か言うけど、男子はさっは゜りしてぃる。

S関^に話す人が女子は固定的になるけど、男子はそうならない。

T 男子の特性というか、男子のもちあじ、女子のもちあじがあるわけだ。これからいい

人ができてーー・になっていくのにうまくやってぃけないこともある。お互いに異性を

知るということでこれからビデオを見て男子の特徴、女子の特徴を話し合おう。

<VTR>題名「異性とのかかわり」

※主な内容

・異性の親友あり

・互いに相手を尊重しあい、思いやる態

度が大切であることを理解させる。

・どのようなつきあい方がよいのか考え

させる。

OHP

OHP

ヨーロッパ半数、日本少ない。日本は「あの2人できている」

というような見方をする。

・女子は男子と握手をし九とき、その行為自体を独立したものと見なすが男子はそれが

刺激となって、さらに欲求を高める傾向が強い。

・男子は性的に興奮しゃすい。

・女子は「いやらしい」「肌、かしい」という意識が強い。

・女子はムードによわい。

書>心のは九らき

男女で差がある。→性的関心の発現(OHPシート性的関心の発現)
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<板書>男女で差がある。

T 興奮を何で感じたのか→特徴(OHPシート視覚的に雑誌をみて、男56%、女

19.4%)

T どういう事に気をつけて交際するのがいいですか。

<板書>交際していくとき

T グループで話し合ってごらん、どういうことに注意する力、

生徒はグループになって話しはじめる

S閥自分のことは'力由を考えずに相手のこと考える。

S働生徒手帳に書いてあるとおりにする。純粋に明瞭に。

T 純粋、明瞭に行動するとはどういうことです力、

S閥学校がきめ九ことですからわかりません。

T あな九はそれを読んで、どぅ理解しています力、

S劇理解できません。

T 生徒手帳には型どおりのことしかでてないから、具体的には書いていない。

S男ドアをあける。

T 何のナこめに。

S男涼しくするために。

T 君あ九りはカッカするんだな。

T 男子はと力K度をすぎることがあるんだな。

S男協力しあう。

T 君は協力しあっています力、何を協力しあうの力、

S男勉強とか、掃除と力、

T 教えてもらっ九ことは。

S明)ありません。

T 教えてあげ九ことは。

S暢)ありません。

S男尊敬しあう。

T どういう意味だ。

S明)問違いです。尊重しあう、いいところを認めあう。

T いぃことを言ったな、男子は男子でいいところがあるし、女子は女子でいいところが

ある。

T 男子のいいところさっき出九な、さっぱりしていると力、女子のいいところは、にぎ

やか、おしゃべりかな。

S崗自分のことは'かり考えない。

T 二人でぃると思わぬことがおこる可能性がある。お互いに刺戟しあわないように気を

つけること力泌要。男子は視覚的にうけるといわれナこ。夏に薄着をしない。まあ、夏

藤田喜久子・平野謙治
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T

は^するけどーーー。

残りの時間ノートに、これから男子と女子が交際していく上でどういう点に気をつけ

たらいいか、ビデオの感想を含めて書いてください。

以上が授業の流れの^だが、指導者の感想は「むつかしかった」であり参観させてい九だいナこ

委員会のメンバーの意見はまず「性教育の授業をし九こと自体大きな前進である」と評価したのち

指導の内容については、視点をもっと明確にした方がよかっ九。更に男子のいいところ女子のいい

ところをもっと出しあわせ、これが性差であり特徴であることに気づかせるとよかっナこ。ま九初恋

とかドアをなぜ開けておかねばならないかなどを引き出し、適性な発言があっナこときみんながそれ

に気づくのではないかなどがあっナこ。いずれにしても生徒の発言は非常に少なく、指名しても断片

的なことしか言わない傾向がある九め指導者はそれをどう取り上げてまとめ、意図する方向へ持っ

ていくかなどむつかしい面が多くあることは確かである。

④指導案の改善

本校性教育の実情

材「性ってなんだろう」1.題

2.主題設定の理由

①人間は、生まれてから死ぬまでの生涯を通じて性的な存在でありながら、またこれほど多く

性の情報を浴びせかけながら大人はみな素知らぬ振りをし、子どもたちに何も教えようとしな

い。したがって見る、聞く、感じる、想像するなどによって自分なりの性のイメージを形作っ

ている。大人の誰もが心の底をのぞかせないように、生徒たちのもつ性のイメージを知ること

もまたむつかしい。大人の、あるいは教師の責任として人問の生き方の大切なことのーつとし

性をおおらかに、さりげなく、しかも正確に教えておくことが必要であると考える。

② 4年前、当時の1年生に「性ってなんだろう」という問いかけをしたことがある。生徒たち

は一様にばつの悪そうな表情をし、目を伏せ九。チャイムがなって書かせた感想には「最初は

エッチな話しかと思ったのに、いろいろな性があるということを知ってびっくりした」「初め

はいやだ'つ九けど、そのうち真剣に聞くことができた」というのがほとんどであった。これは、

逆に生徒九ちのもつ性のイメージが肌かしいもの、エッチなものとして意識づけられているこ

とをあらわしていると言える。自然におぽえるという理由で、そのお手本を週刊誌や、刺戟的

なテレビの映像にゆだねるのはいかにも無責任なこ占であると思、う。生徒九ちが正しい知識を

得ることによって精神的な安定と好ましい人生を送ることができるようにさせ九い。

③性イコール男と女の性的なこと、というイメージがあるならは'それをぬぐい、性の本当の意

味を示し気付かせると同時にその中での人間の性についてこの世に生を受け九時点から成長の

段階において生ずる現象と、自分の成長とをだぶらせながら考えさせ恥かしいことでもゲラゲ

ラ笑うようなことでもないことに気付かせ九い。

1年生 特別活動(学級指導)指導案 (3時間のうちの 1時間目)
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3.ねわい

性の指導を生理的な面、社会的な面、心理的な面で押えてーつの完成とする、という考えが通

常となっているが、 1年生の時にそれらをひっくるめナこもののべースとなる性そのものを理解さ

せておきナこい。

4.指導計画 a年時に3時間行うとして)

①性の定義を示し、そのうちの人間の性について、出生から思春期までの心身の変化を自分の

成長と重ねあわせて考えさせる。(本時)

②人間の性の特徴を理解させる。

③性のルールと、性の移りかわりを理解させる。

5.指導過程

藤田喜久子・平野謙治

展開の大要

1.性を勉強する意味を

つかむ。

期待する生徒の反応

2.性について徒義)

考える。

何を話すのだろうか、という

興味を示す。

3.人間の性をとり上け

る。

①男性と女性の区別を

知る。

4.成長と共に変化する

からだと、心について

考える。

①ホルモンの働き

②からだの特徴

③心の変化

自分の頭の中で>思いをめぐ

らせる。

指導上の留意点

平易なことば遣いで

雰囲気を明るくする

基本的には、男性と女性の存

在であることを知る。

備

自分の身体的成長の実感と、

それをも九らすメカニズムを

知る。身体の成長に伴ない変

つていく心の動きに気付かせ

どんな風に変っ九か言ってみ

ることによって、より印象的

となる。

定義をはっきり示し

わかりゃすく説明す

る。

乳幼児期は、性に関

する潜伏期であるこ

とに'、れておく。

教科の勉強を

するのと同じ

ように、性も

学習するもの

であることを

理解させる。

O H P

考

価6評

出生から思春期までの、からだと心の変化なども性そのものの働きであることを理解し、これ

を当然のこととして自分で受け入れる気持をもつことができるようになっナこ力、また、人間の成

生徒の共感を引き出

すことと、思春期は

めざめの時期であり、

こういうことが性な

のだということを考

えさせる。

身体測定のク

ラフや、視聴

覚耕オを使用

する。
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長には個人差があり、こうでなければならないという原則はないこと力ゞ理解できナこか

Ⅲおわりに

松江市の指針に示されている内容をアレンジし、自分の考えてぃる性教育のパターンにあてはめ

て指導案を作ってみ九が、50分の指導にこれだけの内容は多すぎると思う。しかし、とりあえず年

間3時間という制約がある中でどうしてもこれだけは、と思う場合いきおい指導者側のしゃべり過

ぎ、生徒にゆっくり考えナこり発言させたりする機会を与えないなどの欠点、が出ると思う。これを、

もう少し内容をしぽって一点集中主義でいくか、基本的なことなので教えるという立場をとるかに

ついては今後考えたい。学校内の共通理解を得ることが大切なことは当り前であるが、力K言う筆

者自身が非常なこだわりを持ち、性教育をあまり視聴覚資料に頼らず、ロマンティックに、さらり

と楽しく聞けるような指導の場にできないものか、人生の夢や驚きまで奪うものであってはならな

いと思うし、「知りすぎたナこめの味気なさ」を感ずることがないようにもしなけれは'と思、うのであ
る。

本校性教育の実情

Ⅳ参考資料

1.題材別性教育指導指針(松江市学校保健会)

この指料は中学校3ケ年のうちにこれだけのことは指導する必要があるという事項が成長過程

に合わせて網らされ、指導に使う場合の視聴覚資料も記載されておりてっとり早い。生徒に資料

を見せて性教育をし九っもりになることは危険であるが教師自身がその内容から学びとり、対象

生徒に合わせた指導等に組み直し実践することは大いに価値があると思う。

中学校<性教育指導計画>

学年目標

男女の特性

を理解し人

格を認め合

いお互いに

尊重し合う

態度を身忙

つけさせる

題材

心とからだ
の発達①

匪]

目

・中学生になると、
子どもから大人にな
ろ九めの心鳴の変化、
特に第二次性徴が急
激にあらわれろこと
それにはイ固人差があ
ろことを丑E解させ、
自己への反応、を図ろ
ようにさせる。

学

標

心とからだ
の発達ω

唾1

内

・中学生男子、女子の体
の発育のようすや変化

・第二次性徴と発現のし
くみについて知る。

・男子生殖器の発育と射
精(精通現象)につぃ
て理解すろ。

・中学生の時期にお
けろ心の発達α瑞徴、
性的欲求の発現等に
ついて知らせ自己の
心の働きについて理
解を深めるとともに、
対人関係ι己6、くぱり
の必優性があろこと
を気づかせる。

年

容

男女の理解
と協力

匿]

・女子生殖器の発育と月
経(籾潮)について理

ノ、 1

解する。
・第二次性徴には個人差
がろこと

スライド

資

・中学生の時期における
心の裴、化

・性的欲求の発現につぃ
て知る(男女差)

・性的欲求の統御につぃ
て学習すろ。

・中学生の時期におけろ
生活をどう送ろか、
に、人間関係について
話しム'

・男女のちがいを通
じて男女にはそれぞ
れ果たさねばならな
い役省」のあることを
理解し、現在の自分

V T R

料

16 ミリ

庭における父
親の1贈1につぃて考える

・社会生活からみナこ男性
女性の重要性と活動面
について知らせる。
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子
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男
女
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0

「
思
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0

「
思
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期
の
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」

「
思
春
期
の
心
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剪
1

後
割
」

学
年

1



科学的理解

を過して性
2

、な不女

唖]匝]

達はどうしなければ
ならないかを知り相
互尊重、相互協力の
精神を養う

藤田喜久子・平野謙治

に対する正

しし伴"断力

を培い、生

学

命尊重の精

.

・中学生期には性的

成熟が急激にすすみ

性的な不安や悩みが

増えることを知り、

それに対応できる能

力を身につけさせろ。

男女の分担と協力につ
いて考え、現在の自分
達はどうしなければな
らないかを話し△'。

神を養う。

・かだの長や、
器官の発育について詳
しく知る。

・性の機能に関する悩み
について説明を聞く
(彰起、変声、を嘩、マ
スターベーション、

精皓通現象)、個人

異性とのか
かわり

匪]

__差._男女の性欲差.etc)
、;がヒだの成長や生殖器

年

官の発育について詳し
く知ろ。

・性の機能に関する悩み
しこついて説明を聞く
(教脛(個人差)、タン
ポン、薬物の利用姓
周期)、月経痛、月経
不順、胸の大小、おり
もの、男女の性欲差、

のこわ etc

・中学生期におけろ
異性との人間関係に
ついて理解させ、

性を尊重した行動選
択ができる判断力や
態度を養う。

性情報と対
応

ヨ士 1

匿]

・性情報のもつ意義
を知らせるとともに
それが自分九ちに与
えろ影響について考
えさせ、性情報に対
すろ接し方や、性情
報を選択すろ能力を
身につけさせる。

人間の性の

・幼児期から大人までの
男女関係α壤'化につい
て知ろ。

・性差について理解する
(男女差)
・思春期における男女関

てつし、

3

特徴を知り、

生命の誕生

匿]匝]

お互いを尊

1

重し合い、

異性の幸福

を願う態度

や行為の大

・性情報は何から得てい
る力雅認し合う。

・性情報のはんらんの理
由について考え、正し
い理解をすろ。

・性情報が中学生に与え
る影響について考える。

(性情報の誇張性や誤り)
・性情報が与えろ影響を
人間としてどう受けと

学

・生命誕生のしくみ
を知らせ、生命創造
の神秘さと厳粛さに
気づかせ、生命の尊
重と人閻尊重、人問
平等の精神を養う。

と
ノ、、

1

E蚕]

切さに気づ

年

・性愛感情によろ男
女関係がもたらす諸
問題について知らせ
思春期から青年期へ
かけての異性に対す
る適切な態度や行動
につぃて考えさせろ
とともに、愛に支え
られた性でなくては
ならぬことを理解さ
せろ。

・生叩誕生のしくみにつ
いて知ろ。

・生命誕生の神秘と生命
の尊重について考えろ。

・新しい生命はすべて平
等で、尊いものである
ことを理解すろ。
(社会的主)

く。

0 00

)

NHK

にすろ
病気

旺]既]

※ 「さわやか
に^」

1

.

の変化の中で、陵と樹
に関係する内容をとり上
げて、今、自分のおかれ
いる情況を知ろ。

・人間の愛と性のつなが
りを考え、愛の役省jに
ついて気づく。

・M占の場合「性欲」だ
けでなく、愛情の表現

しての性があること
する。

・性に関する病気の
感染経路と病気の概
要、予防と治療につ
いて知らせ、個人や
家族の幸福と、
の繁栄をはかる九め
社会から撲滅しよう

る心をう

、

1嘗"からだ]アーニ 1害論、φ,_ズ揺貫辞3今かわり圏畏認奈力}わり]口鼻牲鮪船企画

、よ大人へ

共①

さ中
わ学
や愛時

青かと代
春に性

・燭丙の種類を知る。
・性病について学習する
.性病の予防について話

し口う。
・性病予防の目的につい
て確認する。

L^

心、 N1荘く

L^
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0
 
0
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わ
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」

「
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」
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さ
わ
や
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ー
ー

「
こ
ん
に
ち
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青
春
」

「
焔
娠
と
性
病
」
0

「
さ
よ
な
ら
性
病
」



2.分野別指導指針(松江市学校保健会)

この指料は、性教育の目的はのぞましい人格の形成と、豊かな人生を過させる九め行うもので

あるとし、片寄りのない指導をするために、先きの題材別指導計画の内容を、生理的側面、心理

的側面、社会的側面に置きかえてみて、遺漏の有無を確かめ九ものである。実際チヒ導の場Aも、
指導者はこの三側面を意識しておらねばならないと思う。

<性教育>中学校

1年

2年・

3年

本校性教育の実情

'男女の特性を理解し、人格を認め合い、お互いに尊重し合う態度を身にっけさせる。
一科学的理解を通して性に対すろ正しい判断力を培い、生命尊重の精神を培う。

ー'人問の性の特徴を知り、お互いを尊重しあい、異性の幸福を願う態度や行為を身1てっけさせる。

中学生になると子どもから大

人になるため心身の変化、特に

第二次性徴が急激にあらわれろ

こと、それには個人差があるこ

とを理解させ、自己への適応を

はかろようにさせる。
年

2 中学生期には性的成熟が急激

にすすみ、性的な不安や悩みが

増えることを知り、それに対応

できる能力を身につけさせろ。

中学生の時期における心の発

達の特徴、性的欲求の発現等に

ついて知らせ、自己の心の働き

について理解を深めろと共に、

対人関係に心《ばりの必要性が

あろことを気づかせろ。

年

3 生命誕生のしくみを知らせ、

生命創造の神秘さと厳粛さに気

づかせ、生命の尊重と、人間尊

重、人問平等の精神を養う。

中学生期における異性との人

問関係について理解させ、異性

を尊重した行動選択ができろ判

断力や態度を培う。

年

男女のちがいを通じて男女に

はそれぞれ果九さねばならない

役割のあることを理解し、現在

の自分達はどうしなければなら

ないかを知り相互尊重、相互協

力の精神を養う。

生理的側面

性愛感情による男女関係がも

たらす諸問題について知らせ、

思春期から青年期へかけての異

性に対する適切な態度や行動に

ついて考えさせろと共に、愛に

支えられた性でなくてはならぬ

ことを理解させる。

性情報のもつ意義を知らせる

とともに、それが自分たちに与

える影響について考えさせ、性

情報に対すろ接し方や性情報を

選択すろ能力を身につけさせる。

0 第二次性徴

と発現のし

くみを知ろ。

0男子生殖器

と射精

0女子生殖器

と月経

資

年

VTR

料

スラ

イド

心理的側面

性に関する病気の感染経路と

病気の概要、予防と治療にっい

て知らせ、個人や家族の幸福と

人類の繁栄をはかため社会から

撲滅しょうとすろ心,情を養う。

0思春期に

おける

心の発達

0性的欲求の

発現・統御

資 料

スラ

イド

社会的側面

0男女の役割

10相互尊重

・協力

資
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◎
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心
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(
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「
男
女
の
か
か
わ
り
」

◎
「
異
性
と
の
か
か
わ
り
」

◎
「
さ
よ
な
ら
性
病
」

と

加
分

「
男
子
の
か
ら
だ
」

◎
「
女
子
の
か
ら
だ
」

性「
こ
ん
に
ち
は
青
春
」

◎
「
さ
わ
や
か
蜑
月
春
」

関
す

ろ

病
気

性
的
な
不
安

2

こ
こ
ろ

愛
◎
「
さ
わ
や
か
に
青
春
」

◎
「
生
命
誕
生
」

と

性

年

生
命
の
誕
生

3

年

異
性
と
の
か
か
わ
り

性
情

0性行為

感染症

(STD)

・感染経路

・10代に

かかる性病

10 からだの成

長や、生殖

器の発育に

1 つぃて詳し

く知ろ。

1・性の機能に関

する悩みの解

メ、1旨決、イ
つな

^

1 (孛堤、変声、
包茎、マス

^ハt^ション

夢精、性欲)

(月経痛、
月経不1順、

胸の大小、

おりもの)

藤田喜久子・平野謙治

に

0男女関係

の変化

(幼児期 ー^

大人まで)

10 男女交際

と責任

20分

0性差

0新しい生命

を創り出す

生殖器の

達

0思春期に

おける

男女関係

0性情報の

もつ意義

・罫青から

出産まで

-26 -

0性情報に

対しての

接し方

・性情報の選択
報1

0性に対すろ

考え方や

行動

・性行動の
動機に差

1 ・瞥"と役郵」

0性行為

以外の

性器の病気

0性犯罪

性非行

対1

か1

ら1
だ1

応1

1 ・愛


